
20広報ひの 2011 年 9 月号

編集　下榎隣保館　〒 689 － 4526　日野町下榎 157 番地 1
　　　　　　　　　　電話：７２－１１９１（FAX 兼）
                                              E-mail：rinpokan@town.hino.tottori.jp

【お知らせ】

第 34 回 町 解 放 文 化 祭
日 程 な ど が 決 ま り ま し た
　8 月 1 日、第 1 回実行委員会を開き、実行委員長に

西村通さん、副実行委員長に長谷川真由美さんが選任

され、日程は 11 月 5 日と 6 日に決まりました。

　我が家の自慢展などの出展作品や演芸大会の参加者

を募集中。多くの皆さんの応募をお待ちしています。

　

日
野
郡
内
の
中
学
生
が
、
互
い

の
町
を
行
き
来
し
学
び
合
う
交
流

会
が
、
8
月
10
日
、
江
府
町
を
会

場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
「
サ
ン
ト
リ
ー
奥
大

山
ブ
ナ
の
森
工
場
」
で
、
徹
底
し

た
品
質
管
理
や
厳
し
い
検
査
体
制

な
ど
製
品
が
で
き
る
ま
で
の
工
程

を
見
学
。
環
境
・
自
然
と
の
共
生

を
目
指
し
、
限
り
あ
る
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
無
駄
な
く
使
い
切
る
た

め
の
工
夫
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
現
地
学
習

と
し
て
江
府
町
の
明
道
館
（
江
尾
）

を
訪
れ
、
上
前
梅
夫
館
長
の
話
を

真
剣
に
聞
き
ま
し
た
。

　

昼
食
で
は
、
楽
し
く
会
話
し
た

り
、
ト
ラ
ン
プ
で
遊
ぶ
な
ど
、
生

徒
同
士
は
積
極
的
に
交
流
し
て
い

ま
し
た

中学生が江府町で郡交流会
サントリーの工場などを見学

　

8
月
11
日
、
日
南
町
地
区
学

習
会
の
児
童
た
ち
と
の
奥
日
野

交
流
会
が
、
日
南
町
を
会
場
に

開
か
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
人
一
人
自
己
紹
介
。

そ
の
後
、
4
班
に
分
か
れ
て
昼

食
の
カ
レ
ー
づ
く
り
で
親
睦
を

深
め
ま
し
た
。
野
菜
を
切
る
な

ど
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
お
い

し
い
カ
レ
ー
が
で
き
あ
が
り
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
日
南
町
の
伝

統
工
芸
「
太
鼓
づ
く
り
」
に
挑

戦
。
中
に
は
皮
の
に
お
い
が
気

に
な
り
、
な
か
な
か
作
業
に
集

中
で
き
な
い
で
い
た
子
ど
も
た

ち
も
次
第
に
慣
れ
、
2
時
間
か

け
て
、
か
わ
い
い
太
鼓
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
「
カ

レ
ー
づ
く
り
が
楽
し
か
っ
た
」

「
太
鼓
づ
く
り
は
難
し
か
っ
た

け
ど
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
感

想
が
聞
け
ま
し
た
。
と
て
も
よ

い
体
験
が
で
き
た
と
振
り
返
り

ま
す
。

　

自
分
た
ち
で
作
っ
た
太
鼓
の

音
は
格
別
。
解
放
文
化
祭
な
ど

で
展
示
し
、
そ
の
出
来
栄
え
を

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
お
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

実際に現地を見ながら話を聞く

皮を張る行程では大人の力を借りた

完成した太鼓は宝物

小
学
生
が
日
南
町
で
奥
日
野
交
流
会

伝
統
工
芸
の
太
鼓
づ
く
り
に
挑
戦

ぽかぽか教室のご案内

●日 時　10 月 12 日（水）　9:30 ～
●場 所　下榎老人憩の家　
●内 容　お口の健康チェック

※ぽかぽか教室に引き続き、セラバンド
　体操を行います。

★セラバンド体操（高橋伸也さん）老人憩の家

　10 月 12 日（水）10：30 ～ 11：30

★生け花（草月流：生田清子さん）下榎集会所

　10 月 22 日（土）13：30 ～ 16：00

★クレイフラワー（妹尾仁津美さん）下榎集会所

　【3 回シリーズの 2 回目】　

　10 月 3 日（月）13：00 ～ 15：00

　【3 回シリーズの 3 回目】

　10 月 17 日（月）13：30 ～ 15：00

【申込みおよび問合せ】
　下榎隣保館（電話 72 － 1191）まで

10 月の学習講座予定



日
野
町
人
権
・
同
和
教
育
推
進
協
議
会
広
報
紙

人
権
の
ま
ち

２
０
１
1
年
9
月

ひ
の
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同
和
問
題
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
課
題
を
解
決
し
人
権
尊
重
社
会

を
実
現
し
よ
う
と
、
第
36
回
目
の
研

究
集
会
が
倉
吉
市
を
中
心
に
9
会
場

で
開
催
さ
れ
た
。
日
野
町
か
ら
も
二

日
間
で
延
べ
49
人
が
参
加
し
て
、
初

日
は
２
０
０
０
人
以
上
の
全
体
集
会

と
な
っ
た
。

　

第
一
日
目
の
基
調
提
案
で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
部
落
差
別
や
差

別
扇
動
発
言
の
現
実
、
ま
た
Ｄ
Ｖ
・

セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
に
対
に
す
る
問

題
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
社

会
づ
く
り
と
障
が
い
者
の
人
権
、
子

ど
も
へ
の
虐
待
や
性
暴
力
、
外
国
人

や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
、
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
人
に
対
す
る
偏
見
、
病
気

の
人
の
社
会
参
加
、
高
齢
者
や
拉
致

被
害
者
、
え
ん
罪
被
害
な
ど
暮
ら
し

の
課
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵

害
の
実
態
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
ら
の

課
題
解
決
の
た
め
「
人
権
文
化
社
会

の
創
造
」
「
就
学
前
・
学
校
教
育
の

創
造
」
「
共
生
社
会
の
創
造
」
「
部
落

史
の
研
究
・
学
習
講
座
」
の
4
つ
の

分
科
会
で
、
地
域
や
団
体
、
保
育
所

や
学
校
、
ま
た
前
述
の
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
課
題
を
9
つ
の
分
散
会
で
研
究

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
参
加
者
は

思
い
思
い
の
分
散
会
へ
参
加
し
た
。

主
な
参
加
者
の
感
想
（
抜
粋
）

▲
講
演
で
も
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
差

別
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
状
況
、

「
同
和
」
と
い
う
文
字
か
ら
「
人
権
」
へ
。

社
会
全
体
の
流
れ
な
の
か
も
と
思
い
な

が
ら
、
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
は
、
部

落
差
別
の
現
実
か
ら
学
ぶ
事
が
原
点
で

あ
り
、
同
和
教
育
は
な
く
し
て
は
な
ら

な
い
基
本
テ
ー
マ
だ
と
再
び
強
く
感
じ

た
集
会
だ
っ
た
。

▲
鳥
取
県
立
皆
成
学
園
、（
社
福
）
希
望

の
家
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ー
と
ぴ
あ
創
造

の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
み
ん
な
ち
が
っ
て 

み
ん
な
い
い
」
の
公
演
で
は
、
ダ
ン
ス

や
和
太
鼓
・
詩
や
歌
を
披
露
さ
れ
、
力

強
い
音
や
動
き
に
圧
倒
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
笑
顔
、
躍
動

の
演
技
に
魅
了
さ
れ
た
。
合
間
に
演
技

者
か
ら
呼
び
か
け
ら
れ
る
、
暖
か
い
言

葉
の
一
言
一
言
が
胸
に
深
く
刻
ま
れ
、

社
会
全
体
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
体
制

と
共
に
生
き
て
い
く
人
間
同
志
の
理
解

が
必
要
だ
と
強
く
感
じ
た
。

▲
こ
の
集
会
の
名
称
は
当
初
「
同
和
教

育
鳥
取
県
研
究
集
会
」
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
10
年
間
で
、「
人
権
・
同
和
教
育
鳥

取
県
研
究
集
会
」
と
な
り
、
33
回
か
ら

は
「
人
権
尊
重
・
・
・
鳥
取
県
研
究
集

会
」
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
講
師
の

黒
川
み
ど
り
さ
ん
は
「
名
称
の
変
更
が
、

部
落
問
題
に
関
す
る
実
践
を
薄
め
る
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
部
落
差
別
が
一
つ

で
も
現
存
す
る
現
状
に
あ
っ
て
、
認
め

　
　
　
　
　
　
が
た
い
」
と
い
う
趣
旨

　
　
　
　
　
　
の
意
見
を
述
べ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
私
も
同
じ
意
見
で
あ
る

が
「
部
落
差
別
が
ど
の
よ
う
な
場
面
で
、

ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
現
実
認
識
が
、
あ
ま
り
に
も
不

十
分
で
あ
る
」
と
い
う
私
自
身
の
実
態

を
振
り
返
ら
せ
て
く
れ
た
。「
部
落
差
別

が
見
え
な
い
、
見
え
に
く
く
な
っ
て
い

る
」
と
い
わ
れ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
差
別
事
件
（
ネ
ッ
ト
版
地
名

総
監
）、
土
地
差
別
事
件
な
ど
被
差
別
部

落
を
名
指
し
し
た
差
別
事
件
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
、
単
な
る
個
人
の
意
識
が
薄

い
た
め
生
じ
て
い
る
事
件
と
い
え
る
の

だ
ろ
う
か
？
民
衆
の
意
識
の
不
十
分
さ

が
あ
る
の
は
事
実
だ
が
、
そ
の
民
衆
の

意
識
が
作
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
再
生
産

す
る
社
会
的
な
背
景
な
の
か
？
と
い
う

点
で
、「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
ぶ
」

必
要
性
を
改
め
て
強
く
感
じ
た
。「
人
権

尊
重
社
会
を
実
現
す
る
・
・
・
」
の
名

称
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
部
落
解
放
運

動
の
教
訓
や
部
落
差
別
の
現
実
か
ら
、

実
践
や
運
動
を
検
証
し
て
い
く
必
要
性

を
感
じ
た
。
人
の
心
が
問
題
だ
と
か
、

心
が
け
で
解
決
す
る
の
だ
ろ
う
か
と
い

う
点
で
、
ま
た
、
差
別
の
現
実
か
ら
私

自
身
の
意
識
を
問
い
、
そ
れ
と
い
か
な

る
社
会
的
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
作
業
を
継
続
し
て
い
こ
う
と

考
え
た
。

▲
男
女
共
同
参
画
で
は
、
少
数
で
あ
っ

て
も
女
性
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
学
ん
だ
。
そ
の
た
め

に
は
、
特
に
男
性
が
意
識
を
変
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

 
 

「
女
性
は
家
事
」
と
い
う
意
識
が

ま
だ
残
っ
て
い
る
。
女
性
の
社
会
参

加
の
た
め
に
は
、
積
極
的
に
参
加
で

き
る
家
族
や
地
域
の
協
力
な
し
で
は

実
現
で
き
な
い
と
感
じ
た
。

第 36 回人権尊重社会を実現する鳥取県研究集会
　～ 8 月 3、4 日に倉吉市ほかで開催。述べ 49 人が参加～

【 参 加 報 告 】

人権問題の取組みが報告された

人権啓発講演会および第 36回町人権・同和教育研究集会を開催します
と　　　き：10 月 19 日（水）午後 1 時～午後 5 時
と　こ　ろ：日野町文化センター
スローガン：人権尊重のまちづくりをしよう

人 権 啓 発 講 演 会 午後 1 時 20 分～午後 2 時 50 分
演題：人権のまちづくり（仮題）

講師：和田芳治さん（元広島県総領町教育長 / 人間幸学研究所所長）

　　　平成 15 年（まちづくり講演会）、16 年（町成人式）に日野町で講演されました。

　　　最近、ＮＨＫ総合テレビにたびたび出演されています。

研 究 集 会 ＝ シ ン ポ ジ ウ ム

テーマ：さまざまな地域課題から、人権尊重社会の仕組みを考えよう

　　　　～助け上手、助けられ上手になろう～

報告①同和問題が人権尊重のまちづくりに伝えようとしているもの

　　　（差別の現実から）

　　②災害を乗り越える人権の地域づくり

　　③高齢者を支える地域活動 ( 自立 / 参加 / ケア / 自己実現 / 尊厳 )

　　④こども 15 年プラン（生きる / 育つ / 守られる / 参加する権利）　

昨
年
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子

内　容
　人がどんな状況や状態になっても自立し、参加し、

認められ、大切にされ、保護され、自己実現を目指

して暮らせる。そのようなお互いの認めあいと助け

上手、助けられ上手な地域社会が私たちの願いです。

今回は、部落差別や高齢化社会のさまざまな現状か

ら、みんなで支えあう地域の取り組みをどのように

進めたらよいか考え、話し合っていただきたいと思

います。

　また、各自治会の小地域座談会でも、この研究集

会の内容をそれぞれの地域の実情に合わせて話し

合っていただき、人権尊重のための地域活動に是非

活かしていただきたいと思います。

【お問い合わせ】
詳しい内容、参加申込などは人権センター（72 － 2107）まで

午後 3 時～午後 4 時 50 分


